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批
評
と
紹
介

m

は
日
本
銀
行
の
芷
貨
準
備
ど
し
て
自
然
の
伸
_

を
失 

は
し
め
、
31
政
府
の
財
政
策
は
公
債
市
價
の
關
係
ょ
6 

强

s

て
日
銀
の
割
引
步
合
を
低
か
ら
し
め
、
又
强
い
て 

流
動
公
債
を
引
受
け
し
め
、
兌
換
券
の
膨
脹
を
來
女
さ 

し
む
。
金
融
寬
漫
杧
る
に
制
限
外
發
行
絕
へ
ぎ
る
の
奇 

觀
は
此
く
し
て
說
明
せ
ら
る
可
き
な
6

。
而
し
て
此
狀■ 

態
^
救
ふ
可
き
手
段
と
し
て
堀
江
敎
授
の
提
說
す
る
處 

I

は
第
一
に
在
外
正
貨
の
療
棄
第
ニ
に
割
引
政
策
の
適
用 

な
6

。
我
邦
は
元
i

世
界
金
融
市
場
の
中
心
を
離
る
、 

と
遠
き
を
以
て
割
引
政
策
の-

兒
全
な
る
奏
功
は
固
ょ
6
 

豫
期
す
可
ら
ず
と
離
、
而
か
名
確
か
!c

或
程
度
ま
で
正 

貨
を
嗳
引
す
る
の
カ
あ
る
は
疑
ふ
可
か
ら
梦
と
云
ふ
。

以
上
は「

中
央
銀
行
と
金
融
市
場」

の
一
斑
を
摘
記
し 

t

る
に
過
ぎ
^

る
な
6

。
堀
江
敎
授
の
著
作
の
價
値
に 

就
て
は
世
旣
に
定
評
あ
6

敢
て
贅
せ
屮
。

(
1

一

L

小
孫
信)

イ
シ

肇ャ

S i
資
本
及
利

步

合

河
上

明
殆
四
十
五
年
一
月

1

ヨ
六
六

.沐
書
は
米
國
尤
丨
ル
大
學
敎
授
フ

J

シ
ャ

I
氏 

(
I
r
v
i
n
g

 

F
i
s
h
e
r)

の
著
述
に
係
る 

『

資
本
及
所
得
の
ft
fi』

'

H

?
 

.
N
a
t
u
r
e

 

o
f

 

C
a
p
i
t
a
l

 

a
n
d

 

i
n
c
o
m
e
)

 

t
c

『

利
子
步
合』

(
T
h
e

 

R
a
t
e

 

o
f In

t
e
r
e
s
t
)

と
の
，1

1
書
を
抄
譯
し
之
に
隨
所
に
評
釋
者
の
«
解
と
批 

評
と
を
加
へ
^

る
名
の
な
6

。

原
著
者
フ
ィ
シ
ャ
ー
氏
は
現
今
世
界
®
指
の
理
論
經 

濟
學
者
に
し
て
、
其
#

校

H

 

I

ル
大
學
に
在
り
て
少
數 

の
專
攻
生
を
相
手
に
高
等
經
濟
原
理
を
講
述
し
っ
、
ぁ 

6

て
猶
ほ
春
秋
に
富
め
/
ジ
。
厌
は
千
八
百
八
十
八
年
エ 

I

ル
大
學
高
等
普
通
科
f

-主
席
に
て
卒
業
し
、
次
で
九 

十

一
年
六
月
迄
三
ヶ
年
間
同
校
研
究
科
に
於
て
數
學
を 

專
攻
し
杧
る
が
、
硏
究
科
在
學
中
或
る
日
兼
ね
て
ょ
6
 

米
國
屈
指
の
經
濟
學
著
に
し
て
且
つ
世
界
有
數
の
名
敎 

師
な
6

と
聞
き
届
杧
る
同
校
の
經
濟
學
併
1

政
治
學
の 

敎
授
サ
ム
ナ
ー
敎
授
の
_

義
を
傍
9#

し
杧
る
に
、
聞
き 

し
に
勝
る
サ
ム
ナ
1

氏
の
該
博
な
る
學
殖
と
明
哳
の
頭

.

と
は
象
生
蹄
代
に
天
才
の
譽
れ
高
於
、
6

し
プ
ィ
シ 

ヤ
ー
氏
C

非
常
の
刺
戟
を
興
へ
、
氏
は
衷
心
よ
6

師
事 

す
る
に
足
る
一
大
敎
師
を
發
見
し
把
I

喜
够
、
表

一
 

よ
6

日
々
サ
ム
ナ
1

敎
授
の
講
義
を
傍
聽
し
け
る
'が
、

蠊
て
硏
究
科
の
第
三
年
生
と
な
ろ
、
愈
々
ド
グ
ト
ル
、

オ
ブ
、

ブ
ィ
ロ
ソ
フ

ィ
の
學
位
に
#
す
る
論
文
の
ル
題
一 

を
選
揮
す
る
に
當
り
、
旣
に
ザ
ム
ナ
丨
氏
の
感
化
を
受 

け
數
學
よ
'̂
名
經
濟
學
に
趣
味
を
多
く
有
す
る
に
至
り
一 

居
し
を
以
て
、
#

は
數
學
專
攻
坐
な
る
に
名
拘
は
ら
j
 

サ
ム
ナ
ー
氏
i

の
下
，

U

經
濟
學
に
關
す
る
®
文
を
提 

B

し
C

溥
士
の
學
位
を
受
領
し
^

6

。
其
論
文
を
題
t
 

C

、1

馗
及
物
價
に
關
す
る
數
理
的
研
究』

(
M
l
e
m
.

 

\
a
i
i
c
a
l
-
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
.
s

 

i
n

 

t
h
e

 

I
h
e
c
r
y

 

o
f

 

V
a
l
u
e

 

a
n
d

 

>1 

p
r
i
c
e
s
T
J

云
ひ
、
ゼ
ボ
ン
ス
氏
の『

經
濟
理
論』

併

に

j 

ア
ウ
ス
ピ
ッ
チ
、
リ
！
ベ
ン
の『

物
價
論』

を
立
脚
地
1

\ 

し
.

v

、
價
値
反
ぴ
物
價
に
關
す
る
破
夭
荒
の
f

a

か
硏 

淹
を
*

す
。

.

氏
：̂

硏
究
科
岸
業
後
エ
t

ル
大
學
に
<
數
學
の
m

ii
l

那
.評
.
と
紹
介
.
.
'
.

と
な
ん
數
牢
後
助
敎
授
.に
異
進
し
杧
る
が
、
其
間
常 

U

陘
濟
學
を
硏
究
し
、
遂
に
千
八
有
九
十
六
年
に
^

'

 ̂

經
濟
學
助
敎
授
に
轉
任
し
、
千
八
西
九
十
九
S

濟
筹
,

敎
授y

昇

任

せ

-
^
。

 

、

尤
丨
ル
大
學
に
て
羅
を
執
る
1

4

ょ

り

氏

ま
時
々
刻
々『

工
！
ル
*
レ
ビ
ユ』

、『

ダ
才
タ
リ
®
、シ
ヤ
ー

バ
”

才\

1

ラ
ミ
グ
ス

3

ブ

ミ

^

ジ
ヤ
ナ 

1

ル』

等
に
經
濟
學
.に
關
す
る
論
文
を
寄
稿
せ
ら
れ
甘 

る
が
、.
斯
學
に
關
す
る
著
書
と
し
て
は
、
千
九
百
六
年 

c

i

本
及
所
得
の
性
質』

、
千
九
西
八
年
に
は『

刺
子 

步
合j

を
發
表
せ
ら
れ
' 

千
九
百
十
ー
年
に
; !
^

 

三
の
著
書『

貨
幣
の
I

ハ
カ

』

を

上

梓

し

；
;
^
、
、 

及
所
晷
の
性
質』

に
<

は
經
濟
學
の
极
オ
|

念

殊

_

 

『

資
本I

及『

所
得』

の
槪
<

f

明
確
に
爲
し
、
且
つ
科
學 

的
推
理
を
用
ねV

兩
者
の
關
係
を
硏
究
せ
6

。
第
二
の 

I

『

利
子
步
鲁
ジ
ョ

ル
グ
.の
著
書
を
出
發
點
と
し
て
在
來
の
各
9

の
和
牢
I
 

.

の
論
旨
を
•取
捨
し
、
各
其
の
長
所
を
給
合
し
、
之
に
著

H
六
七



イt
v

.
a
-yTiw 

キ
r
^
.
iy
ollm

A

一

：

：

‘

批
評
と
一
紹
介

者
獨
創
の
所
得
論
を
.加
味
し
て
、
利
率
論
を
完
成
し
杞 

る
S

の
に
し
て
、
前
者
と
共
に
推
理
の
正
確
、
解
說
の 

明
瞭
な
る
點
に
於
て
、
經
濟
學
著
書
中
他
に
之
に
比
敵 

す
る
^
?

P

の

を

見

^

。

『

資
本
及
所
得
の
伸
-質』

の
載
す
る
所
は
、根
本
槪
念
、
 

資
本
、
資
本
勘
定
、
總
資
本
、
所
得
、
所
得
勘
定
、
總 

所
#

、
心
的
所
得
、
資
本
と
所
得
と
の
比
率
、
利
率
の 

槪
念
、
資
本
の
價
碴
、
稼
高
と
所
得
、
資
本
及
所
得
勘 

忠
、
危
險
の
分
子
等
に
しV

.、

猶
ほ
附
錄
と
し
て
は
數 

理
的
說
明
を
卷
M

r-

收
め
杧
6

。
本
文
及
附
錄
は
紙
數 

阀
百
十
1

M
に
し
て
、
全
篇
馏
易
明
快
な
る
英
文
を
用 

ゐ
杧
Z
リ
。

河
上
氏
の
主
と
し
て
譯
出
せ
るf

利
子
步
合』

の
載
す 

る
所
は
左
の
如
し
。

第 

一
II
在

來

の

學

說

の

批

評

原

書

の

頁

數 

第

一

章

未

熟

の

諸

說 

三
 

铅

一

一

章

生

產

說 

一
〇 

第

三

章

出

#
說 

.

.
ニ
九

第

四

章 

第

ニ

篇 

.第

五

章
 

第

六

章 

第

七

章

第

三

篇 

第

八

章

第

九

章 

第

十

章 

第
十
一
章

第

四

編 

第
十
二
章 

第
十
三
章 

第
十
四
章 

第
十
五
章

$

1

一
一
六
八 

ベ
ン
バ
ゥ
エ
ル
ダ
說

利
率
法
則
發
見
の
第
一
段 

物
價
高
下
と
利
子 

七A
3

 

價
値
の
滕
差 

八
七 

利
率
法
則
發
見
の
第
一
段(

所
得
を 

一
定
不
變
と
し
て)

一
一
七 

利
率
法
則
發
見
の
第1

一
段
と
第
三
段 

第

二

段(

所
得
を
不
定
の
g

の
と
し 

て)

 

一
三
七 

所

得

の

種

類

の

選

擇

一
.
レ
？
八 

發
明
と
利
率 

一
九
八 

第
三
段(

所
得
を
不
確
實
と
し
て)

.ニ
〇
七

結

論

利
子
i

理

論

經

濟

學

ニ

ニ

五 

理
論
i
實
際 

二
三
六 

歸
鈉
的
論
；證(

貨
幣
史)

1
1

五
七 

歸
納
的
論
證(

經
濟
史
.
} 

1
1

八
九

四
ニ
九1 1 ^

第

十

六

章『

貨
幣
說』

の
歸
納
的
辯
駿 

第
十
七
章
猜
要 

用
語
の
說
明

右
の
中
河
上
學
士
の
譯
出
さ
6

る
は
第
二
章
、

f
 

三
章
、
謹

章

、
第
五
章
、
S

ハ
章
、
第
七
育
の
犬
®
 

分
と
、
第
八
章
及
第
十
一
章
の
一
半
に
しv

原
書
の
紙 

i

に
て
百
四
十
頁
程
な4

ぱ

、
原
書
の
約
•一
二
分
の
一
に 

*t
1

る
な
6
。
河
上
氏
は
之
に
フ
ィ
シ
ヤ
I
氏
の
利
率
論 

を
®
す
る
に
必
.要
な
る
槪
念
の
說
明
を
四
十
頁
程『

資

本

及

所

得

の

嘗

』

i

蕾

し

t

。

さ
れ

•は
評
釋
書
の
載
す
る
所
は
左
の
如
し
。

上
篇
.根
本
槪
念

第
二
章
財
產 

第
三
章
効
用

第
四
章
.•
資
本
及
び
所
得
の
槪
念

批
評
と
紹
介

第
五
韋
資
本
と
所
得
L
f-の
關
係 

第
六
章
利
子
步
合
i

貨
帶
と
の
辭
係 

中
篇
從
來
の
利
子
說
の
⑴肌
許 

第
七
章
生
產
ヵ
說
の
批

W
 

第

八

章

出

«
^
の
批
評

J ;
七
章
ベ
尤
丨
ム
、
バ
ヶ
エ
ル
グ
の
說
の
批
評

下
篇
利
子
步
合
決
定
の
原
因 

'

第
十
章
谷
個
人
の
價
値
滕
差
決
定
の
原
因 

第
十
一
章
市
場

y

於
け
る
利
子
步
合
決
定
の
原

因(

上)

第

士

一

章

市

跫

於
t

利
子
t

決
定
の
原
. 

因(

中)

第
十
羅
市
場

f

e
け
る
5

S

決
定
の
原

因(

下) 

，

右
の
中
第
一

章

ょ

6

第
五
章
迄
は『

資
本
及
所
猖
の 

生
質』

S

し
、.
第

豪

i

翁

士

ニ

董

は『

利
子 

か
合』

I

す
る
名
の
I

O『

資
本
及
所
得
の
雙』 

ょ
6

譯
出
せ
る
^
*の
は
同
書
に
截
す
る
根
本
槪
念
に
し

三
六
九
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批
評
i

紹
介

三
七o

1
■-表 潮

て
ゝ
プ
ィ

解
釋
す
る
に
必
要
な
る
^P

の
な
れ
ば
、
河
上
历
於
勞
を 

厭
は
梦
し
て
、
之
を
妙
譯
し
て
、
卷
首
に
載
せ
^

れ
f
c 

る
は
.其
用
意
頗
る
周
到
な
6

と
謂
ふ
べ
し
。
3

れ
ど
評 

釋
書
に
載
せ
杧
る
ブ
氏
の
資
本
論
と
所
得
論
と
は
各
其 

嬰
點
を
摘
錄
せ
る
$

の
な
れ
ば
、
之
を
以
て
一
般
を
推 

し
て
、
氏
の『

資
本
及
所
得
の
性
質』

の
眞
價
を
問
糸
能 

は
^

る
は
言
ふ
を
俟
次
る
也
。
若
し
氏
の
資
本
論
i

所 

得
^

と
を
批
評
せ
ん
と
欲
す
る
者
ぁ
ら
ば
、±

し
く『

資 

本
及
所
得
の
®

』

の
本
文
金
體
を
通
讀
す
る
の
み
な 

ら
す
"

附
錄
と
し
ズ
其
の
卷
尾
に
載
せ
^
る
數
理
的
解 

說
を
％
併
せ
通
讀
せ
次
る
ベ
か
ら
次
る
也
。

又
、.評
釋
書
の
載
す
る
フ
历
の
利
率
餘
は
其
の
大
要 

に
し
て
ブ
历
か
其
の
箸
書
に
て
重
き
を
置
く
班
の
一

.
 

"

賴̂
分
に
過
ぎ
>
。
評
釋
書
に
載
す
る
十
三
章
中
に
て 

前
に
？
云
へ
る
如
く
、
第
一
章
ょ
6

第
五
章
迄
は
資
本 

•論
と
所
得
論
に
し
て
、
第
七
章
ょ
6

第
九
章
迄
は
在
來 

の
學
說
の
批
鄭
に
し
て
、
利
率
論
の
緖
言
と
名
見
る
ベ

シ
ャ
ー
氏
の『

利
子
步
合』

及
其
他
の
著
述
L

き
^p

の
な
れ
ば
、
フ
氏
獨
特
の
利
率
論
の
譯
出
は
第
六

.
章

(

利
子
步
合
と
貨
幣
と
の
關
係
.

)

.及
び
第
十
章
ょ
6
 

第
十
三
章
に
至
る
合
計
五
章
に
過
ぎ
卞
し
て
、
紙
數
と 

?
•し
て
は
、
評
釋
書4

:

篇
二
百
五
士
ー
頁
中
の
百
十
頁
餘 

に
し
て
、
其
の
一
半
に
及
ば
次
る
也
。

然
れ
ど
令
、
評
釋
書
11
-

§

著
§

骨
子
1

遺
慽
な
く
譯 

出
せ
る
を
以
て
、
評
釋
書
を
讀
め
ば
、
原
書
を
見
す
と 

名
原
著
於
㈣
申
.に
關
し
て
：下
-し
^

る
結
論
4

其
結
論
に 

達
せ
る
順
序
の
梗
槪
を
知
る
に
雛
か
ら
す
。

さ
は
れ
、
本
書
は
.

.

^

^

論
^
允
石
杜
撰
の 

著
述
と
撰
を
異
に
せ
る
原
箸
の
特
色
を
充
分
に
發
揮
し 

居
らf

o

る
や
と
思
は
る
、
點
ぁ
6

0

何
を
以
て
か
原
著 

の
特
色
と
な
す
や
"
原
著
者
は
利
率
を
論
せ
る
在
來
の 

經
濟
學
の
如
く
、
單
政
演
鋒
的
硏
究
把
滿
足
す
る
乙
と 

な
く
、
自
己
の
主
張
於
科
學
的
根
底
を
有
す
る
名
の
な 

る
を
證
せ
ん
於
爲
め
に
、
八
十
頁
に
亘
る
附
錄
に
於
て 

數
理
的
說
明
を
與
.ぷ
る
0-
み
な
ら
^

、
.百
頁
を
費
し
て 

貨
幣
史
、一.

般
經
濟
史
上
の
事
實
を
擧
げ
て
結
論
の
歸

納
的
論
證
を
試
み
f

。

‘|

±

5

しV
、

數
|

爾

と

歸

？

論
S

贫 

を
割
く 
I

八
十
頁
f

n

、/
如
ノ
何
K
 

原
著
者
舣
自
霞
の
正
確
を
期
し
且
つ
之
言
‘、
ノ
と
パ 

め
杧
る
/;
>

は
明
於
な
6

。
然
る
に
評
#

書

の

U
/

d

緖
論
以
外
S

S

記
述
に
Jh
f

原
奮
が
十
五 

還

'
4材
料
を
收
集
し
幾
多
の
蹉
跌
の
後
に
漸
や
く

.i

成
t

る
歸
S

靈

と

數

疆

濟

學

派

の

裏

と 

しy

の
數
理
的
観
f

堪

略

し

专

。
惟
ふ
に
我
画
の 

遺
#

«

經
濟
學
の
數
理
的
課
明
を
歡
迎
せ
f

l

e

<

 

^
 

f

.墙
略
し
允
る
は
寧
ん
至
當
の
所
11

な
ら 

ul
o

さ
れ
ど
歸
納
的
論
識
の
少
く
名
一
部
の
鋒
書
は
大 

 ̂J

原
箸
の
持
色
を
發
禪
す
る
と
同
赌
に
響
を
し
て
f
t 

釋
的
記
f

會
得
せ
し
む
る
S

?

し
な
^

^

氣 

皆
/
べ
し
i

れ
ば
、此
評
釋
書
を
譲
み
<

1

比
の
議
r
 

"

了
解
す
f

能
f

象

、
若
し
く 
I

對
の
H

 

を
有
し
之
IC

&

を
加
へ
ん

と

學
t

の
あ
バ
レ

.

3

,宜
し
く
原
書
を
織
き
<

全
篇
を
通
霞
す
ぺ
1
 

?
 

V
 

1

.

.批
評
'と
输
介

ブ
氏
の
演
繹
的
記
述
の
み
を
譲
み 
< 之
を
批
評
す
る
は 

妾
評
と
爲
6

終
る
虞
あ
ら
ん
0 

W

く
の
如
く
譯
出
の
分
量
に
於
て
は
多
盡
慽
の
點 

\

ぁ
M

ど
、
此

分

量

の

醫

內

在
_

s

f

取

捨
.

W

る
5

ら
宇
4

_

、
評
t

の
選
擇
I

I

 

を
得
？
 
J

i

s

f

を
得
f

胤
。
其

ほ

げ 

至
つ
S

元
來
達
筆
家
に
し
i

•つ
幾
多
の
I

のf

\ 

譯
i l

u

! l
_

l l
l s
I l

I 

n
w

l

っ 

|

所

钱

5 1
け

< $
;

\ 

|

?

4

 
所
得
i

l

l

m

l « 

赍
を
缺
く
虡
あ
る
'が
如
し
。
四
穂
の
異
な
れ
る
？
令
そ 

#1
1

を
表
せ
る
四
個
の
弧
管
本
言
於
把
る
如
く
同
一 

2

に
相
交
叉
し
S

示
す
る
S

學
者
を
f

 
“
は

:
1;

裏
 

此
四
個
の
弧
線
は
四
f

 

n
r 

•n
^

m
程
の
大
小
を
比
較
せ
る
に
非
ず
し 

< 其
ク
變
化
を 

* :
示
す
る
名
の
な
S

、
I

に
在
る
如
く
別
々
に
之
，

:
s
.
.
lr
-
;載
せ
i

可
と
5

る
や
。
.
又

十

蜃

四

行『

附
値

3

七1



批

評

と

紹

介

18
. a

s
k
i
n
g

 

p
r
i
c
e
j
j
r

在
る
は『

附
値 b

i
d
d
i
n
g

 

p
r
i
c
e』

の 

誤
植
な
ら
ん
.

S
。

冒
頭
に
名
云
へ
る
如
く
、
本
書
は
純
鮮
：め
譯
書
に
非
一 

少
し
て
所
々
に
譯
者
の
註
解
若
し
く
は
,

§

#

へ
杧j

 

i

其
中
註
解
は
節
明
に
し
て
原
著
の
意
味
を
解
釋
す
一 

る
に
便
を
與
务
る
.ぞ
の
、
如
し
。
3

れ
ど
批
評
：は

多

少

| 

首
肯
し
難
き
名
の
あ
る
が
如
く
見
ゆ
.る
也
。
評

釋

者

は

| 

原
著
の
所
得
論
を
評
し
て
日
く(

四
十
七
頁)
.

『

先

づ

所
,#

の
槪
念
ょ
6

批
評
せ
ん
に
凡
て
物
財
叉
は 

财
產
の
用
を
名
け
て
所
得
と
云
ふ
こ
と
は
、
甚
だ
し
く
一 

®

俗
の
用
語
に
反
し
、
學
問
上
の
術
語
と
し
て
自
他
の 

了
解
に
便
な
ら
，

。
菩

人

の

赞

成

す

る

を

得

^

る
所
な 

A

V

O

此
點
に
關
し
て
タ
ッ
ト
ル
氏
の
批
評
に
日
く 

フ
ィ
シ
ャ
t

.

氏
の『

所
得』

の
槪
<必
は
其
の
汝
岚
本
の 

槪
念
と
同
匕
く
、
全
然
從
來
の
傳
說
と
普
通
の
實
際

| 

上

の

用

例

と

を

破

壊

す

る

名

の

な

6

。『

凡
て
所
得
は 

物
の
用
ょ6

成
る』

と
云
ひ
、
叉

は『

個
々
の
富
は 

凡
て
所
得
を
生
梦
る
$

の』

に
て
、
食
卓
の
上
に
盛

三
七
ニ

ら
れ
*

る
食
物
名
之
を
食
ふ
人
に
向
つ
て
一
の
.『

折

得』

を
生
梦
る
？
の
な
6

な
ど
云
ふ
乙
と
は
、
如
何

に
名
奇
徑
の
こ
と
に
て
從
來
の
用
語
を
革
#

す
る
？

の
と
爾
は
次
る
べ
か
ら
^

0

余
は
全
然
此
の
タ
ッ
ト
ル
氏
の
批
評
に
賛
成
す
る
？ 

の
な
6

。』

フ
ィ
シ
ヤ
I
氏
は
仳
俗
に
對
し
て
在
來
の
經
濟
學
を 

繰
返
し
て
講
義
せ
る
人
に
非
步
し
て
、
經
濟
學
者
に
對 

し
て
根
本
的
に
斯
擊
の
原
則
を
説
明
せ
ん
と
努
力
し
つ 

、
あ
る
也
。
3

れ
ば
脖
と
し
て
は
、否
、多
く
の
場
合
に 

は
氏
の
所
論
は
世
俗
の
み
な
ら
ず
一
般
經
濟
學
者
の
所 

信
と
相
容
れ
次
る
所
あ
る
は
怪
む
に
足
ら
^

る
也
。
此 

意
見
の
相
違
こ
そ
資
本
と
！
!
®-
と
の1

1

個
の
槪
念
を
說 

明
す
る
爲
め
に
四
百
餘
頁
の
一
大
冊
を
發
表
す
る
に
至 

る
動
機
な
れ
。

而
於
3

フ
氏
は
出
來
得
る
限
6

習
慣
に
背
馳
せ
ヤ
る 

欉
努
め
女
る
は
歷
然
te

る
こ
i

に
し
て
。

WO

•
の
槪
念 

に
於
て
名
氏
の
定
義
は
ー
ゑ
‘
ー
般
の
習
慣
とj

致
せ
^

1

1

る
於
：如
く
な
る
务
實
.
は
然
ら
ヤJ

る
也
。
プ
氏
は
所
得
を 

『

一
定
の
期
間
に
於
け
る
用
の
流
れ』

，こ
定
義
す
る
と
同 

赌
に
左
の
所
得
の
種
類
を
擧
げ
允
，り
。

貨
幣
所
得

財
貨
所
得(

貨
幣
を
除
く)

享
樂
所
得 

.心
的
所
得

一
人
の
矓
エ
が
終
日
# *
働
す
る
は
數
十
錢
の
賃
銀
を 

得
ん
於
爲
め
な
6

。
數
十
錢
の
賃
龈
を
得
ん
と
爲
す
は 

一
升
の
米
と
一
尾
の
魚
に
有
ろ
付S

ん
於
爲
め
な
ら
す 

や
0

、
一
 

升
の
米
を
雕
ふ
は
之
に
依
6

V
餓
を
淺
が
ん
と 

欲
す
る
が
故
な
ら
-す
や
。
餓
を
凌
が
ん
i

欲
す
る
は
心 

的
滿
足
を
得
ん
と
な
す
に
外
な
ら
ず
や
。
數
十
錢
の
賃 

銀
を
得
る
は
是
れ
貨
幣
所
得
に
し
て
、

一
升
の
米
を
得 

る
は
财
貨
所
得
に
し
て
、
0

t

f
 

S

m0

w

t

 

V
、

心
的
滿
足
は
是
れ
卽
10
16
的
所
得
也
。—

一
般
に 

經
濟
學
者%.

論
玄
る
所
は
貨
幣
所
得
と
財
貨
所
得
也
。

85

若
し
フ
ィ
シ
ャ
ー
氏
が
其
の
所
論
を
此
ニ
個
の
所
得
に

批
評
と
紹
介
 

.

限

定
.̂

し
な
ら
ば
。
氏
は
軍
に
從
來
の
經
濟
學
者
の
糟 

柏
を
©

む
る
に
止
嗖
る
$

の
也
。
之
に
反
し
て
、
氏
ft 

所
得
の
槪
念
を一

般
的
に
爲
し
、
其
槪
念
の
'根
據
を
心 

的
所
得
に
置
き
貨
幣
所
得
と
財
貨
所
得
と
は
所
得
の
一 

睃
槪
念
中
の一

部
を
代
表
す
る
？
の
に
外
な
ら
ず
と
せ 

ら
れ
t

る
は
、
經
濟
學
史
上
稀
に
見
る
功
績
と
云
は
次 

る
べ
於
ら
ず
。

評
釋
は
叉
^
原
著
者
は
資
本
及
び
所
得
の
名
稱
の
下 

に
物
の
體
と
用
と
を
說
明
せ
し
の
み
に
て
、
眞
實
の
資 

本
及
ぴ
所
得
の
何
物
允
る
や
は
氏
の
說
明
に
ょ
6
<
之 

を
知
る
こ
と
を
得
^

と
云
は
る
、
名(

四
十
九
頁)

、
四 

.
百
餘
頁
の
紙
而
を
用
ゐ
て
フ
氏
が
隱
明
に
說
印
せ
ら
れ 

る
資
本
•及
所
得
の
tt
M

於
_

#

の
解
し
得
次
，る
所
な
.

 ̂

と
^
想
像
す
る
能
は
3'
'

る
也
。
遮
莫
、
評
釋
者
か
同
^
 

巧
四
十
九
頁
に
於
て
自
己
の
說
明
と
し
て
*
ふ
る
所
得
の 

定
義
な
る
3

の
、
中
の
廣
義
の
定
義
は
フ
氏
の
所
得
の 

y

般
的
定
義
と
同
檬
に
し

て
、
評
釋
者
の
狭
義
の
所
得
. 

と
稱
す
る
^

>
の
は
、
ブ
氏
の
貨
幣
所
得
或
は
財
貨
所
得

三
七
三



と
名
け
^

る
名
の
に
外
^-
ら
岁
。
叉

評

釋

者

の

資

本

財

m
a
y

 

b
e

 

t
h
e

 

f
o
r
m

 

of benefit b
r
o
u
Q
h
t

 in. If t
h
e

 

i 
稱
す
る
名
の
は
フ
氏
の c

a
p
i
t
a
r
w
s
h
l
l

と
呼
ぶ
名 

capital s
e
r
v
e

 t
o

 b
r
i
n
g

B-
3
0
^
5
. 

t
h
e

 i
n
c
o
m
e

 is 

の
に
し
<

、
評
釋
者
の
本
來
の
資
本
}

稱

す

る

名

の

は

：
m
o
n
e
y
l
i
n
c
o
m
e

•こIf 

; se
r
v
e
s

 to b
r
i
n
g

B-c
r
o
p
s

 

ブ
氏
の c

a
p
i
t
a
!
v
a
l
u
e

 

と
名
く 
る
名
の
な
へ 
o
'評
靡
者
：|
:.
o
l
-

p
r
o
d
u
c
t
s
,

 as d
o
e
s

 a

 s
e
l
f
s
u
p
p
o
r
t
i
n
g

 

ミ
？ 

5
 ゆ

は
原
款
者
と
大
に
意
見
を
異
に
せ
る
と
思
推
^

る
、
如

| 

i
n
c
o
m
e

 is of a
n
o
t
h
e
r

 

f
o
r
m

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

く
な
る
^p、

實
は
評
釋
者
の
所
論
と
原
著
者
の
所
說
と
右
は
評
釋
者
の
第
一
問
を
解
答
し
て
餘
6

あ
る
、於
如 

は
殆
ん
ど一

致
せ
る
'

S

如
し
" 

一
し
。

.

評
釋
者
の
第
一
一
の
疑
問
と
す
る
所
は
左
の
如
し
。(

五 

十
五
頁)

『

第
二
に
、
氏
は
最
初
資
本
を
說
明
し
て
富
の
5 B

ホ 

〜

爲
し
な
於
ら
後
に
至
ヶ
て
は
財
產
を
名
資
本
と
爲 

す
g

の
、
如
し
。
然
る
に
氏
の
用
語
に
從
へ
ば
、
富 

と
財
産
と
は
決
し
て
同
義
に
非
す
。
仍
6

て
吞
人
の 

疑
問
と
す
石
所
は
、
厌
の
所
雨
資
本
な
る
^p

の
は
、
 

果
し
て
富
に
限
ら
る
、
か
、
.
將
*
财
產
を
名
合
む
於 

と
云
ふ
こ
と
な
ろ
。
之
を
前
後
の
文
意
よ
6

1

す
に 

.

財
產
を
合
む
に
相
違
な
/;
>

る
べ
き
^

、.
^
p

し
然
6
 

と
せ
ば
、
先
き
に
資
本
を
忠
義
し
て
、
富
の
元
本
と

又
祀
、
評
釋
者
は
五
十
五
頁
に
日
く 

『

五
口
人
の
採
る
所
の

槪
念
に
從
へ
ば
、
富
の

流

れ

こ
一
 

を
所
得
と
爲
る
ベ
き
譚
な
れ
ど
、
プ
ィ
シ
ヤ
ー
氏
の| 

說
明
に
從
へ
ば
、
前
.
に
云
ふ
如
く
却
て
斯
&
る

富

の
一
 

流
れ
は
資
本
^

らf
o

る
や
勿
i t

、
所
得
と
名
爲
6

得
一 

ぎ
る
、

S
*

し
。』 

j 

r
t；

れ
ど
、
富
の

流
れ
を
以
て
所
得
と
看
做
せ
る
は
評| 

釋
者
の
み
に
非
す
し
て
原
著
者
名
亦
然
6

。『

資

本

及

所一 

得
の
性
質』

■

百
十
七
頁
に
日
く

ilie i
n
c
o
m
e

 f
r
o
m

 an\r c
a
p
i
t
a
l

K

ー
<

げ
以
け
r+

tr
SJ
t
;

•oapital 

"
b
r
i
n
g
s

r+

o 
1
-.
I
-
+
S 

o
w
n
e
r

 n
o

 

m
ar+
r+

e
r wtial:

云
へ
る
は
、
用
語
不
充
分
な
^
と
爾
は
次
る
ベ
か
ら

3

れ
ど
フ
氏
の
富

と

»

す
る
名
の
は
普

通

，

我
國
の
經 

濟
學
の
所
爾
財
貨
に
し
て
、
財
產
と
稱
す
る
名
の
は
富 

に
對
す
る
固
人
の
所
有
權
を
云
ふ
な
6

。
而
し
て
ブ
J5
. 

が
斯
於
る
資
本
に
關
す
る
槪
念
は
資
本
財
、資
本
財
貨
、
 

資
本
財
產
、
資
本
價
値
等
な
6

。
資
本
財
と
は
資
本
財 

貨
と
資
本
財
産
と
の
總
稱
に
し
て
、
資
本
價
値
と
は
資 

本
财
產
若
し
く
は
資
本
財
產
の
價
値
を
云
矛
。
5C

、

フ 

氏
は
便
®
の
爲
め
資
本
價
値
を
單
に
資
本
と
稱
せ
6

0

、
 

故
に
氏
於
單
に
資
本〜

云
矛
と
き
は
資
本
財
®
の
價
値 

を
指
す
場
合
名
在
る
べ
く
、
資
本
財
產
の
價
値
を
意
味 

す
る
と
き
名
在
る
べ
し
。
是
れ
tt1

見
矛
腐
の
見
解
な 

る
が
如
く
な
る
*

然̂
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
資
木
JH

貨
.
' 

と
資
本
財
產
と
は
、

一
は
物
體
と
云
ひ
、
他
は
大
れ
に 

_

對
す
る
權
利
を
爾
ふS

P

の
な
れ
ば
、
：物
質
の
見
地
ょ
6
 

せ
ば
、
.雨
者
の
間
に
は
犯
す
ベ&

ら
次
る
區
劃
在
る
名 

8 7

、
價
値
の
方
面
ょ
6

せ
ば
、
兩
者
は
正
に
同
一

物
な
れ
ば 

批

評

と

紹

介

也
。(

原
箸
第
五
章
及
第
六
章
參
照)

さ
れ
ば
、
若
し
讀 

者
が
氏
の
單
に
資
本
と
稱
す
る

名
の
は
普
®

便
宜
の
爲 
(

め
に
資
本
價
値
を
意
味
せ
る
^p

の
な
6

と

.
記

憶

し

居

ら
 

一
ば
、
最
勒
に
資
本
を
以
て
富
の
元
本
と
な
し
女
る
は
用 

\

語
不
充
分
な
6

と
謂
ふ
必
要
は
非
ぎ
る
べ
し
。
フ
氏
奴 

一
單
に
資
本
と
云
ふ
と
き
富
を
指
せ
る
が
、
或
は
資
本
價 

\

値
を
意
味
せ
る
於
a

前
後
の
文
意
，に
依
ぅ
て
明
瞭
な
ゲ 

評
釋
者
の
第
一
一

1

の
疑
問
と
爲
す
所
は
、
歐
洲
中
世
に 

於
け
る
土
地
の
如
く
寶
買
^

れ
次
6

し
名
の
は
貨
幣
を 

以
て
表
示
し
把
る
.1
値
を
有
せ
^

る
を
以
て
、
寶
貿
さ 

\

れ
次
る
$

の
は
資
本
價
値
を
有
せ
^

る

- »
本
財
と
爲
6

 

『

從
つ
て
資
本
財
把
る
點
に
於
て
は
資
本
な
れ
ど
名
、資 

ヾ
本
價
値
を
有
せ
含
る
點
に
有
て
は
資
本
に
非
ず
と
云
糸 

マ
，
こ
と
、
爲
6

"
聊
か
用
語
の一

貫
を
缺
く
の
結
果
を
生 

j 

,
る
也
。』

と
云
は
る
れ
ど
、寶
買
^

れ
次
る
名
、價
格
は 

常
に
：存
在
す
る
名
の
な
6

と
は
フ
氏
の
明
言
せ
る
所
也 

(

原
著
十

1
i

頁)

評
釋
者
の
譯
出
せ
3'
'

6

し
左
の 

一
tr
を 

參
照
せ
ょ
。(

同
上)

.

三
七
五
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;
,

又
把
、
第
七
章
！1^生
產
カ
說
の
批
評』

中
に
評
|
|
者
ば
‘ 

ニ
個
の
疑
問
を
提
出
せ
ら
れ
杧
6

。
其
の
中
丸
十
七
頁 

丸
十
八
頁
に
*
す
る
第
一
の
疑
問
は
百
十
六
頁
に
釋
出 

せ
る
フ
氏
の
說
明
に
侬
6

て
釋
然
t

る
べ
き
喾
な
れ
ば 

玆
に
吾
人
似
嘿
々
す
る
の
要
な
し
。
3

れ
ど
第
二
の
疑 

問
と
は
何
ぞ
や
C

評
釋
者
日
く

『

第
二
の
疑
問
は
、
資
本
の
ー
種
杧
る
貨
幣
ヒ
就
い 

て
起
る
べ
し
。
蓋
し
货
幣
そ
の
^P

の

は

他/)
資

本

と
 

異
6

"

そ
れ
自
身
に
於S

て
貨
幣
價
値
を
有
す
る
？ 

の
也
。
例
へ
ば一

定
の
土
地&

 

ニ
萬
圓
の
價
を
有
す 

る
は
そ
の
土
地
ょ
6

生
岁
る
毎
年
の
收
益
が
千
11

宛 

.
の
價
を
有
す
る
が
爲
：

§

な
る
こ
と
、
.本
文
に
說
く
所 

の
如
く
な
な
れ
ど
^P、

之
と
異
ク
、
貨
幣
其
ぢ
の
e 

ニ
萬
圓
の
貨
幣
な
ら
ば1

湖
め
よ
6

ニ
萬
圓
に
て
、
其

H
七

六

..

g

の
舣
年
々
千
圓
宛
の
利
子
を
生
^

る
於
爲
沁
始
め 

■

て
ニ
萬
圓
の
價
?:
■

有
す
と
云
ふ
わ
け
に
非
梦
。
さ
れ 

ば

『

資
本
の
價
値
が
所
©

の
價
値
を
生
0

に
非
岁
し 

V
、

所
得
の
價
値
、

S

資
本
の
價
値
を
生
む
也』

と
云 

:

ふ
フ
シ
ヤ
I

氏
の
諭
は
、
此
の
貨
幣
の
場
合
に
當
て 

瑱
ら
次
る
な
6

。
故
に『

生
産』

と
去
ふ
語
を
廣
義
に 

.鮮
し
、一

定
の
貨
幣
を
他
人
に
贷
妨
け
て
其
の
利
子 

を
取
る
場
合
を
$
名
け
て
生
產
と
云
は
气
ニ
萬
圓 

の
貨
幣
よ
ろ
年
々
千
圓
宛
の
利
子
を
生
卞
る
は
、
そ 

の
貨
幣
の
生
産
力
な
6

。
而
し
て
元
金
ニ
萬
圓
i

利 

子
千
圓
と
の
比
は
卽
も
利
子
步
合
な
6

故
に
此
の
場 

A
ロ
に
於
て
は
、
利
子
步
合
は
，貨

幣

の

生

産

力

U

依
6
 

て
定
ま
る
と
云
ふ
^P

、

3

し
て
不
都
合
な
き
也
0』 

此
評
釋
者
の
言
は
一
見
動
於
す
べ&

ら
次
る
眞
理
の 

如
く
な
る
名
、
物
體
と
價
値
と
を
混
同
せ
る
に
起
因
せ 

る
點
な
き
や
。
評
釋
者
は『

貨
幣
そ
の
名
の
.は
、
他
の 

資
本
と
異
6

、
そ
れ
自
身
に
於S

て
貨
幣
價
値
を
有
す
' 

る
.帛
の
也
。』

と
云
は
る
>

洛
、
貨
幣
そ
の
名
の
と
は
.何

189

を
指
す
や
。
藉
し
貨
幣
そ
の
.
名
の
と
は
金
貨&

若
し
く 

i

金
货
を
代
表
せ
る
$

の
、
謂
な
ら
ん
。
3

れ
ど
金
货
.
 

若
し
く
は
其
の
代
表
物
は
價
値
に
非
少
し
て
物
也
。
其

\

物

g

吾
&

d
.價
値
な
6

槪
念
を
附
加
す
る
に
過
ぎ
ず
。

一
 

ニ
萬
圆
の
貨
幣
と
は
約
八
千
«

の
純
金
に
し
<

、
吾

人

j 

は
便
S

上
此
八
千
歿
の
價
値
を
一
一
萬
圆
と
稱
す
る
也
。

ニ
^

圆
の
價
虚
ど
有
す
る
土
地
と
は
l
ii
f
r步

程(

仞

へ 

.d
r

の̂
土
地
01

ち
物
體
に
し
て
、此
土
地
の
價
値
を
吾
人| 

は
東
^

上
ニ
离
圆
と
稱
す
る
也
。
八
千
^
の
純

金

が

其
一
 

物
の
坐
質
上
一
一
萬
僵
の
價
値
を
有
す
る
に
非
^
し

<

一
 

吾
人
於
犁
に
ニ
萬
_
な
る
稱
呼
を
與
へ
杧
る
に
過
ぎ
ぎ
一 

る
^

一
 

町
步
の
土
地
は
其
の
物
の
性
質
上
常
に
ニ
萬
圓 

の
價
値
を
有
せ
^

る
$
、

一
 

赌
使
宜
上
ニ
萬
圓
な
る
稱

一
 

f

を
與
へ
把
る
と
同
b

き
也
。
さ
作
ば
一

一

萬
圓
の

t

一. 

fl
ど
有
す
る
i

と
同
額
の
.價
値
ど
有
す
る
潘
を
比| 

被
す
る
に
か
3

6

て
對
照
す
べ
含
，名
の
は
、
I .一
 

'町
步
の
土
一 

地
と
A

千
取
の
純
金
に
し
I

 
一
 

S

の
士
地
と
A

千 

奴
の
.純
金
の
價
値
と
を
比
較
す
ベ
か
ら
ぎ
る
.は
猶
ほ
八

. 

千
奴
.の
純

金

と
一：町
步
の
土
地
の
價
値
と
を
對
照
す
べ

れ
ら
ざ
る
に
同
匕
0

因
是
、
ニ
萬
圓
の
價
値
を
有
す
る 

土
地
を
有
す
る
土
地
が
毎
年
千
圓
の
收
益
在
-

o
と
せ
ば 

其
步
合
W

年
五
分
な
る
L

、
ニ
m

圓

の

货

幣

の

收
%;
か 

毎
年
千
圆
な
る
と
き
其
步
合
は
年
五
分
な
る
に
同
匕
。

叉
把
、
千
圓
の
年
收
ぁ
る
土
地
於
ニ
萬
圓
の
價
値
を
有 

す
と
せ
ば
、
千
圓
の
年
收
ぁ
る
純
金
が
ニ
萬
圓
の
價
値 

基

す

t

の
f

と
云
ひ
得
る
也
。
爾
者
間
の
相
違 

汰
舉
，>4
1

地
の
/I
合
に
於

<

は
吾
人
は
物
質
的
軍
位
を 

用
ひ
、
貨
幣
の
場
合
に
は
價
値
單
位
を
用
ゐ
る
に
在
6

 

若
し
兩
若
共
に
物
質
的
單
位
を
用
ゆ
る
か
、
若
し
く
的 

寶
直
犟
位
を
用
ゆ
る
な
ら
ば
評
釋
者
の
疑
問
は
起
ら
次 

”

な
ら
ん
。
世
俗
が
便
®
上
上
記
の
如
き
沒
理
的
比 

•戚
を
敢
て
す
る
は
深
く
咎
o

る

に

足

ら

^

れ

と

科
學 

的
研
究
&

&
 

Hる
他
俗
の
謬
見
を
超
絕
せ
次
る
、へ
力
ら

る
也
.
。
'

以
上
は
此
評
釋
書
に
對
し
て
有
す
る
感
想
の
一
班
な 

る
ぱ
、
吾
人
は
プ
ィ
シ
ャ
I

氏
0

著
述
を
我
&
.濟
學
^
 

に
紹
介
ぜ
る
評
«

者
の
勞
を
多
と
せ
次
る
ベ
か
ら
^

o 

殊
に
吾
人
は

フ

氏
最
初
の
紹
介
者
於
：河
上
敎
授
な
る
は



19(3

批
評
と
級
介

原
著
書
と
共
に
贶
せ
次
る
を
得
^

る
.所
也
0
.
吾
人
は
上 

文
に
於
<

單
に
評
釋
書
の
項
目
を
擧
ぐ
る
に
止
め
、
徒 

ら
1C

內
器
を
紹
介
せ
3'
'
~
0
\し
K
t
?.
理
論
經
濟
學
に
志
あ 

る
讀
者
は
同
敎
授
'

S

評
釋
の
勞
を
執
ら
れ
允
る
プ
氏
の 

經
濟
論
を
等
閑
に
附
し
去
る

こ

と

非

ぎ

る

を®'
#

す

れ 

.

ば
也
。唯
原
著
を
讀
甘
ぎ
る
評
釋
書
の
li
Ii
*

の
爲
め
、
 

聊
か
蕪
言
を
述
べ
把
る
の
み
。
世
に
有
名
な
る
經
濟
學 

者
»

多
け
れ
ど
、
科
學
的
硏
究
を
爲
し
居
る
者
は
誠
に 

稀
な
6

0

プ
氏
は
此
豨
な
る
經
濟
學
者
の
一
人
な
ろ
0

3
 

れ
ば
吾
人
は
其
の
著
述
の
評
釋
書
胗
廣
く
我
«

濟
^
界 

に
用
ゐ
ら
れ
、
.
眞
實
の
研
究
を
喚
起
す
る
のj
動
機
と 

爲
ら
ん
こ
と
を
希
望
し
て
业
ま
次
る
也
。(

高
城)

I 

I 

I 

I 

I 

I 
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I 

I
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i
 

t
 

i
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l
l
r
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j
l
'
l
l
l 

I

I

1
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I 

—

;
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1

s

ir
'
v

i

l

l世

界

商

業

史

大
判
六
頁
六
十
五
K

定
價
金
i

八
拾
餞 

四
十
五
年
一
月
初
版
來
京
pi
文
堂
發
行

本
書
の
原
著
はA

 H
i
s
t
o
r
y

〇
f C

o
m
n
n
e
r
c
e

と
稱
し
、 

米

國

工

ー

ル

大

學

敎

授

ク1

フ
ブ•

デ
，-

J3
&

の
著
は
せ
る 

者

に

し

<

千

丸

百

八

年

細

育

市L
o
n
g
m
a
n
s
,

 

G
r
e
e
n
,

 

C
o
.

の
發
行
に
係
れ
6

。
原
著
者
デ
ー
氏
は
^
洲

三
七
八

經
濟
史
に
精
通
せ
る
新
進
の
大
家
に
し
<

、
現
にH

 

I
 

ル
大
學
本
科
及
び
經
濟
擧
專
攻
科
に
於
て
歐
洲
經
濟
史 

の
講
座
を
檐
任
し
つ
、
あ
6

。
原
書
は
商
歎
學
敎
科
書 

一
と
し
て
著
述
さ
れ
た
る
名
の
に
し
て
、
載
す
る
所
は
世 

：ゝ|

界
各
画
，の

商

業

史

な

る

^

、
全
書
を
分
ち
<

*-
6

代
、
中 

|

ハ.
世
、
近
世
、
最
近
及
び
北
米
合
衆
國
の
五
篇
と
し
、
順 

:
を
追
ふ
て
各
其
脖
代
に
於
け
る
重
な
る
諸
國
の
商
業
の 

發
達
を
叙
述
せ
6

。
*
者
の
最
名
苦
心
せ
る
所
は
拔
及 

全
盛
時
代
よ
6

近
年
に
至
る
迄
約
三
千
年
間
に
亘
6

.て 

數
十
箇
國
の
商
業
史
を
ば
如
何
に
し
て
彼
に
偏
せ
岁
此 

に
私
せ
ず
し
て
記
述
せ
ん
か
に
在
6

し
が
、
著
者
の
錐 

敲
の
功
空
し
か
ら
デ
、
良
く
其
の
g

的
を
達
せ
る
は
原 

|

書
を
#

く
^P

の

、

一
齊
に
感
嘆
す
る
所
也
。
然

^

本 

一
書
の
異
彩
と
看
做
す
ベ
.き
名
の
は
谷
國
の
商
業
的
發
展 

一
を
叙
述
す
る
に
當

6

て
軍
に
商
品
の
種
類
、
寶
貿
高
等 

を
擧
ぐ
る
に
止
ま
ら
宇
、
商
業
の
^
^
杧
る
國
家
經
濟 

•

、
發

展

の

徑

路

を

說

明

せ

る

&

是
れ
也
。‘
因
是
、
.讀
者
一 

度
び
此
書
を
繙6
ば
、
世
界
文
明
史
上
0.
各
强
國
の
榮 

枯
盛
衰
の
.遠

因

を

窺

ふ

に

足

る

べ

し

。
本

書

は

¥]
版
發

作
後
未
だ
跡
年
の
星
薇
を
經
ぎ
る
に
版
に
第
五
版
ど
出 

す
.
に
至
れ
.、6

と
、
以
て
本
書
好
如
何
に
好
評
を
博
し
つ 

、
あ
る
.

£：

を
知
る
べ
し 

.

、
、

一
 

譯
者
は
多
年
米
國
に
遊
學
し
曾
て
エ
I

ル
大
學
に
方j:

へ. 

V

原
著
者
デ
I

敎
授
の
薰
陶
を
受
け
^

る
と
七
る
經
&

づ 

學
專
次
者
に
し
て
、翁
に
ァ
グ
ム
•

ス
ミ
ス
の『

富
國
論』

ハ
 

と

ァ

ル
サ
ス
の『

人
ロ
說』

の
抄
譯
を
試
み
、近
く
は『

獨

\

 

逸
帝
國』

t

び『

外
遊
十
二
年』

等
の
箸
書
ぁ
り
。
課
書 

は
第
五
編
§5

米
利
加
合
衆
國
中
の
一
部
を
除
き
原
箸
j
 

卷
ヶ
追
句
的
に
譯
出
せ
t

の
に
し
て
、
終
始
一
貫
忠 

實
I

飜
譯
を
與
.へ
、
®
文
名
亦
平
易
流
暢
に
し
バ 

0

等
の
漉
滯
な
し
。
譯
書
は
乂
原
書
に
揷
め
る
三
十
有 

餘
の
地
圖
を
轉
載
し
^
れ
ば
本
文
の
解
鞸
上
一
大
便
宜 

を
與
ふ
|

の
と
云
说
べ
し
：
原
著
に
接
す
る
の
機
會\

 

を
有
せ
ざ
る
讀
潜
《
此
譯
書
に
依
6

<

原
著
を
搞
バ
ネt

 

同
欉
の
利
益
を
享
有
す
る
を
禮
な
よ
'。
®

人
は
^

\ 

者u

對
し1

好
著
を
我
讀
|

に
激
介
せ
る
の
勞
I

-:
:

-す
る
と
同
時
に
其
^

譯
書
を
公
湖
に
推
1 '

す
る
C
I
C
/ 

歡
躇
せ
^

る
？
の
* :
:°(

高
城)

.

:
法

學

士

黎

佐

^

^

獨

0

^

0

 

£

f

c

 

.

本
書
は
主
と
しV

法
制
上
よ6

«
祀
る
獨
逸
帝
画
と 

，
萁

の

驚

地

と

の

關

係

を

叙

述

し

祀

t

の
な
ら
、
f
 

す
る
所
I

民
法
制
の
發
達
、
.殖
民
地
の
傾
土
と
帝
國 

#

出
と
の
法
律
上
め
關
係
、
殖
民
地
在
住
人
の
法
律
上 

w

け
る
地
位
、
殖
民
？

於
け
る
立
法
' 

行

政

ほ 

法
M

組
織
、
民
法
、
商
法
及
荆
法
の
粳
槪
に
し
N<
®

fr

.

i

i

i

 
一
斑
、
英

人

1-
l

s

.i
lf
lf 

C
歐
米
殖
民
地
现
#

の

統

計

表

を

刚

動

と

| ; 

文
め
、
猶
S

著
者
の
用
ね
^

る
參
考
書
を
緖
言
の
糸
6

j j 

■.

M

書
は一

般
の
法
制
史
及
殖
民
制
度
' 

殖
民
政
策
の 

者
c

,

m

6

<
1

好
參
考
書
tt

る
ベ
し
S

は
れ
本 

日_
_
し
<

『

獨
逸
殖
民
新
論』

と
な
せ
ど
、
論
ず
る 

I

槪
しV

法
制s

方

し

<、
本國
と殖
民
 

地
と
の
間
の
政
治
的
、
社
會
的
、
商H

業
的
一
般
經 

濟
的
_

係

U
.

論
及
す

る

所

尠

な

し

。
此
種
の
關
係
.の
一


